
第
13
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
へ
出
場
！

有
田
川
町
の
代
表
と
し
て
、
町
内
の
小

中
学
生
達
が
出
場
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日
／
2
月
16
日（
日
）

　

午
前
11
時
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス
／
紀
三
井
寺
公
園
～
県
庁
前

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
講
演
会

【
広
げ
よ
う
！
い
の
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

～
生
き
る
・
つ
な
が
る
・
支
え
合
う
～
】

■
日
時
／
平
成
26
年
2
月
22
日（
土
）

　

講
演
14
時
～
16
時
（
開
場
13
時
30
分
）

■
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

文
化
ホ
ー
ル

※
申
し
込
み
不
要
（
ど
な
た
で
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
）

■
講
師
／
藤
藪　

庸
一 

氏
（
N
P
O
白
浜

レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の

仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共

へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
罹
災

さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共
済
者
の
み

な
さ
ま
に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳

の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
事
業
和
歌

山
支
部
☎
0
7
3
‐
4
2
4
‐
4
3
5
1

石
油
ス
ト
ー
ブ
ア
ル
パ
カ
の
使

用
中
止
に
関
す
る
注
意
喚
起
及

び
自
主
回
収
の
お
知
ら
せ

経
済
産
業
省
の
検
査
に
よ
り
、
有
限

会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ラ
ス
ト
が
輸
入

し
、
販
売
し
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
ア
ル
パ
カ

（
A
l
p
a
c
a 

T
S
G
‐
1（
S
））
は
、

地
震
時
ま
た
は
転
倒
時
に
、
自
動
で
消
火

す
る
機
能
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
火
災
等
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
大
変
危
険
で
す
の
で
、
直
ち
に
使

用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ナ
ン
は
全
国
の
自
社
店
舗
で
販

売
し
た
当
該
製
品
の
自
主
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
コ
ー
ナ
ン
以
外
か
ら
購
入
さ
れ

た
場
合
は
近
畿
経
済
産
業
局
製
品
安
全
室

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社

☎
０
１
２
０
‐
０
４
‐
1
9
1
0

近
畿
経
済
産
業
局
製
品
安
全
室

☎
０
６
‐
6
9
6
6
‐
6
0
9
8

消 

費
補 

充

普段食べている食料を
　多めに買い揃える

家  庭

～家庭での備蓄について～

  

【以前】最低３日間分の備蓄が必要

　　　　 必要１週間程度

昨年、中央防災会議の南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググ
ループの最終報告書において、家庭での備蓄は１週間分以上を推進
すべきとの報告がありました。
南海トラフ巨大地震などが発生し、沿岸地域全体が被災した場合、
物資が不足するとともに、交通網の寸断などにより物資が入ってこな
くなることが予想されます。和歌山県では、従来から 3 日以上の家庭
での備蓄を呼びかけてまいりましたが、今後は１週間分程度と拡大
することといたしました。

ただし、防災用の特別なものでなく、普段食べている食料などを多
目に蓄え、消費しながら備蓄する、｢ところてん方式」での備蓄を呼び
かけてまいります。

備蓄のなかに、羊かんやクッキー、キャラメルといった高カロリー
の食べ物を加えておくことがよいと言われています。 

家庭での備蓄（ところてん方式）
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